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科
技
大
の
公
立
化
…
何
が
変
わ
る
？

市
が
負
担
す
る
お
金
は
ど
れ
く
ら
い
？

授
業
料
が
安
く
な
る
ほ
か
、地
域
貢
献
活

動
の
充
実
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

企
画
部
主
幹
（
公
立
大
学
法
人
化
構
想
担
当
）
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代
表
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お答え
します

④
学
生
の
発
想
や
ア
イ
デ
ア
が

　

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る

　

学
生
が
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
す

る
こ
と
や
、
学
生
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
拠
点
「
ま
ち
な
か
キ
ャ

ン
パ
ス
（
仮
称
）」
の
設
置
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
貢
献
活
動
の
充
実

　
科
技
大
が
取
り
組
ん
で
き
た
、

小
中
学
生
へ
の
学
習
支
援
な
ど

の
地
域
貢
献
活
動
が
さ
ら
に
充

実
す
る
こ
と
や
、
科
技
大
が
設

置
を
検
討
し
て
い
る
「
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
貢
献
活

動
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
公
立
大
学
に
対
し
て
市
が
負
担

す
る
費
用
は
２
つ
あ
り
、
年
間
合

計
で
約
10
億
円
～
12
億
円
の
支
出

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
１
つ
は
、「
運
営
費
交
付
金
」で
す
。

こ
れ
は
、
公
立
大
学
運
営
に
必
要
な

費
用
の
う
ち
、
大
学
の
自
己
収
入
を

差
し
引
い
た
額
を
市
が
毎
年
度
、
大

学
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、「
施
設
設
備
取

替
・
更
新
費
用
積
立
金
」
で
す
。

こ
れ
は
、
将
来
の
校
舎
の
修
繕
や

建
替
に
必
要
な
費
用
、
研
究
機
器

な
ど
を
買
い
替
え
る
費
用
を
市
が

積
み
立
て
て
お
く
も
の
で
す
。

　
一
方
、
毎
年
度
、
国
か
ら
市
に

対
し
、
公
立
大
学
を
運
営
す
る
た

「
広
報
ち
と
せ
12
月
号
」
で
千
歳
科
学
技
術
大
学
の
公
立
化
の

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
公
立
大
学
に
な
っ
た
ら
、
何
が
変
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 《
10
代
男
性
》

声

新
た
に
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
地
方
交
付

税
で
年
間
10
～
12
億
円
を
負
担
し
ま
す

答
千
歳
科
学
技
術
大
学
が
公
立
大
学
に
な
っ
た
ら
、
市
は
毎
年
ど

れ
く
ら
い
の
お
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
50
代
男
性
》

声

め
の
「
地
方
交
付
税
」
が
新
た

に
措
置
さ
れ
ま
す
。
市
は
、
公

立
大
学
設
置
後
10
年
間
の
財
務

推
計
を
も
と
に
検
討
し
た
結

果
、
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
地
方

交
付
税
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
費

用
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
将
来
の
修
繕
や
建

替
な
ど
に
は
多
く
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
市
は
、
科
技
大
が

保
有
す
る
「
資
産
」
を
将
来
の

財
政
負
担
へ
の
備
え
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
政
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
大
学
を
運
営
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
授
業
料
が
安
く
な
る

　

現
在
の
授
業
料
１
３
５
万
７
千

円
か
ら
54
万
円
程
度
（
国
立
大
学

と
同
程
度
）
ま
で
下
が
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

②
入
学
定
員
（
２
４
０
人
）
の
確
保

　
近
年
、
受
験
生
の
国
公
立
大
学

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
科

技
大
を
目
指
す
学
生
が
増
え
、
入

学
定
員
を
満
た
す
可
能
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

③
教
育
力
・
研
究
力
の
向
上

　

市
か
ら
大
学
に
運
営
費
が
交
付

さ
れ
、
大
学
の
運
営
が
安
定
す
る

こ
と
で
、
教
育
力
や
研
究
力
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

答

１
年
間
の
大
学
運
営
費

（
大
学
の
自
己
収
入
を
差
し
引
い
た
額
）

施
設
設
備

取
替
・
更
新
費

大学の
資産を
活用

市

運
営
費
交
付
金

積
立
金

年
間
10
～
12
億
円

国
（
地
方
交
付
税
措
置
）


